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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじ切りセクション（１）、切刃（その１つは直線）を有する歯根尖端（３）、ヘッド
（５）、ヘッド（５）から突出する六角形端部（４）、および盲ねじ切り空洞（１３）を
備える人工歯根と、ケーシング（７）、スクリュー（１１）、およびホルダ（１７）から
なる搬送具とからなる人工歯根搬送装置であって、ケーシング（７）が、六角形端部（４
）の上に取り付けられ、スクリュー（１１）が、ケーシング（７）を通過し、インプラン
トの盲ねじ切り穴（１３）にねじ込まれるねじ切り端部（１２）を備え、スクリュー（１
１）が、外方に突出してホルダ（１７）によって動作される自由端を備える人工歯根搬送
装置において、
　インプラントのヘッド（５）をインプラントのねじ切りセクション（１）に接続する領
域が、４８°と６５°の間の先細を有し、
　インプラントの歯根尖端の直線的な切刃（６）とその理論的な径方向位置（Ａ）の間に
形成される角度が、０度から２０度の間の角度であり、
　ケーシング（７）が、六角形の端部（８）と、その上に位置する六角形の突出部（９）
からなる橋脚歯を備え、六角形の突出部（９）と六角形の端部（８）のそれぞれの辺の側
面は、インプラントの六角形端部（４）のそれぞれの辺の側面と整列しており、
　ホルダ（１７）とスクリュー（１１）の間の接合が、適切な材料で作成され、スクリュ
ー（１１）の突出する端部（１５、１６）に配置されたＯリング・シール（１４）によっ
て強化され、突出する端部（１５、１６）が、ホルダ（１７）の空洞（２０）に収容され



(2) JP 4949601 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

ることを特徴とする人工歯根搬送装置。
【請求項２】
　標準的なインプラントが、４．１ｍｍの直径のヘッド（５）と、対向側面間距離が２．
７ｍｍで０．７ｍｍの高さの六角形端部（４）と、３．３ｍｍ、３．７５ｍｍまたは４ｍ
ｍの直径を有するねじ切りセクション（１）からなる、請求項１に記載の人工歯根搬送装
置。
【請求項３】
　切歯への適用において、インプラントのヘッド（５）の直径が、３．６ｍｍであり六角
形端部（４）が、対向側面間距離で２．４ｍｍから２．６ｍｍであり、高さが１ｍｍであ
り、ねじ切りセクション（１）の直径が３．３ｍｍである、請求項１に記載の人工歯根搬
送装置。
【請求項４】
　大臼歯への適用において、インプラントのヘッド（５）の直径が５．５ｍｍであり、六
角形端部（４）が、対向側面間距離で２．７ｍｍから３．５ｍｍであり、高さが０．７ｍ
ｍと１．２ｍｍの間であり、ねじ切りセクション（１）が、４ｍｍ、４．５ｍｍ、５ｍｍ
、５．５ｍｍおよび６ｍｍの直径を有する、請求項１に記載の人工歯根搬送装置。
【請求項５】
　人工歯根（２７）が、先端の平坦な部分（２１）から放射状に広がり、それぞれの縦壁
（２５）を作り、先細ねじ切りインプラントが始まる円形セクション（２９）によって囲
まれる切断領域（２４）を備え、先細ねじ切りセクション（２２）の外側が、垂直に対し
て、９°と５．２２°の間の角度（α）によって決定され、先細ねじ切りセクション（２
２）の内側の角度（β）が、垂直に対して、４．２°と３．３°の間に設定され、これら
の値が、８．５ｍｍから２０ｍｍにわたるインプラントの全長と、２．９ｍｍから４．６
ｍｍの範囲である先細ねじ切りセクションの長さとに調節される、請求項１から４に記載
の人工歯根搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、人工歯根とインプラントの動きを容易にし患者の口に正しく位置決めするこ
とが出来るようにする一連の取り外し可能な搬送要素によって形成される一組の要素から
なる人工歯根搬送装置に関する。使われる人工歯根は、参考文献ＷＯ－Ａ－９９／１８８
８１に記述されているタイプの発展したものである。
【０００２】
　参考文献に記述されているインプラントに関して、初期の安定性を増大し、歯根尖端の
有効性を改善し、および、標準的な適用だけでなく歯の部品を交換するために用いられる
インプラントの範囲を提供するために、ある特徴を改善することができるということが観
測されていた。
【０００３】
　その取り付けを助けるために、上述のインプラントとともに使う搬送具がいくつかの欠
点を提供することが分かっている。
【０００４】
　これらの搬送具は、ケーシング、スクリュー、およびホルダの３つの基本的な部分から
なる。ケーシングは、中空であり、インプラントの六角形の端部に固定される。スクリュ
ーは、中空を通過し、インプラントの内軸の空洞内にねじを切り、ケーシングをインプラ
ント上の適所に保持する。スクリューは、ホルダが取り付けられる橋台を形成するように
、ケーシングから突出する。
【０００５】
　既存の取付け具では、スクリューとホルダの間の接続を適所で保持する手段は存在せず
、したがって、インプラント搬送装置を動かすことは困難である。
【０００６】
　他の場合では、スクリューとホルダの接続は、機械的な手段によって補強される。しか
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し、これの欠点は、インプラントが正確に取り付けられて、そして搬送要素が取り除かれ
る時に、強制的にホルダを引き抜こうとすると、インプラントが適所から動く、または、
初期の安定性が失われる可能性があるという危険性があるので、ホルダを引き抜くことが
困難なことである。
【０００７】
　本発明の目的は、以下の利点を提供することである。
　・初期のインプラントの安定性を増大する。
　・インプラントねじ切り能力を増大する。
　・あらゆる歯の部品に対し、インプラントを調節することができるように、様々なサイ
ズのインプラントを構成する。
　・インプラントの運搬と正確な位置決めを促進する。
　・すべてのインプラントが同じ位置に六角形を有して配置されるように、搬送具がイン
プラントの取り付け中、基準として作用するようにし、したがって、歯科矯正医の作業を
容易にする。
【０００８】
　この目的を達成するために、歯根尖端の上に切刃の対を見せたインプラントは、各直線
的な切刃をわずかに傾斜させることによって、修正される。したがって、ＷＯ－Ａ－９９
／１８８８１の場合、直線的な切刃は、インプラントの中心に関して、径方向において動
作したが、本発明では、各直線的な切刃は、その位置を端部に維持し、わずかな角度後方
に傾いており、したがって、当初骨の内部へ切り込み、徐々に前進して、ねじ切りをより
柔らかく、より強引でないようにするのは、上述した端部である。これらの直線的な切刃
の後方傾斜角度は、０°から２０°の範囲にある。
【０００９】
　インプラントの上部において、インプラントヘッドをインプラントのねじ切り部分に接
続する領域は、５０と６５°の間の先細を有する。この領域でこの角度で先細になってい
ることにより、インプラントがねじを切られた後は、応力の分布を著しく増大させること
なく、およびそれを低減さえして、より優れた初期の安定性が創出されることを示す試験
が実施されている。
【００１０】
　上述したように、インプラントの一般的なサイズも修正されるが、上述した２つの特徴
は標準的な特徴として保持され、したがって、標準的なインプラントまたはインプラント
のタイプを創出する。他の２つのインプラントのタイプは、それぞれ下方の切歯および大
臼歯、ならびに、後により詳細に検討する硬い歯および非常に硬い歯に対して特別に設計
されている他の１つに適用することができる。
【００１１】
　標準的なインプラントの上方ヘッドは、４．１ｍｍの直径を有し、上方の六角形は、対
向側面間距離が２．７ｍｍあり、高さが０．７ｍｍであるが、一方、ねじ切りセクション
は、３．３、３．７５、および４ｍｍの直径を有することができる。
【００１２】
　切歯インプラントのヘッドの直径は、３．６ｍｍであり、六角形は、対向側面間距離が
２．４から２．６ｍｍあり、高さは１ｍｍである。ねじ切りセクションの直径は、３．３
ｍｍである。
【００１３】
　大臼歯インプラントのヘッドの直径は、５．５ｍｍであり、六角形は、対向側面間距離
が２．７から３．５ｍｍあり、高さは０．７と１．２ｍｍの間である。ねじ切りセクショ
ンは、４、４．５、５、５．５、および６ｍｍの直径を有することができる。
【００１４】
　これらインプラントの性能が改善されること、特に、硬いまたは非常に硬い骨を有する
患者に対して作業を実施するためにこれらのインプラントが使用されるとき、より強引で
、したがって、より効果的な切断を提供し、動作からの余分な骨をより容易に除去するこ
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とを可能にすることによって、これらのインプラントの性能が改良され得ることを指摘す
べきである。
【００１５】
　本発明によれば、インプラントは、歯根尖端の平坦部分の真上で始まり、径方向にある
距離外向きに延びる切断領域を提供する。
【００１６】
　上述した切断領域は、先細ねじ切りセクションのベースに対応する位置の少し手前で終
端したところで停止し、したがって、中間に十分な空間を残し、既存のインプラントでは
、外を向いている先細の凸の形状の形態である各切断領域の後の除去領域に通常向けて、
余分な骨を動かすことを可能にする。
【００１７】
　また、上述したインプラント設計をより良く行うような標準的なサイズが発見されてい
る。これらのサイズは、インプラントの長さ、先細ねじ切りセクションの角度、および、
除去領域、ならびに、インプラントの先細ねじ切りセクションの長さを指す。
【００１８】
　これらのサイズは、以下の測定に従って、調節される：
　Ｌ．インプラントの長さ
　Ｃ．先細ねじ切りセクションの長さ
　α．先細ねじ切りセクションの角度
　β．除去領域の角度
　Ｌ　　　　　Ｃ　　　　　α　　　　　β
　８．５　　　２．９　　　９°　　　　４．２°
　１０　　　　２．９　　　９°　　　　４．２°
　１１．５　　４．６　　　５．２２°　３．３°
　１３　　　　４．６　　　５．２２°　３．３°
　１５　　　　４．６　　　５．２２°　３．３°
　１８　　　　４．６　　　５．２２　　３．３°
　２０　　　　４．６　　　５．２２°　３．３°
【００１９】
　本発明で定義される搬送具は、２つの特有な特徴を有する。これら特徴の一方は、ケー
シングの外端上の六角形の橋脚歯であり、その位置は、ケーシングがインプラントの六角
形の端部を受けるために備える六角形の空洞の位置に一致している。
【００２０】
　したがって、搬送具が、インプラントを望ましい位置に搬送して置くとき、ケーシング
の六角形の橋脚歯の位置は、インプラントの六角形の端部の位置に一致し、従って、イン
プラントの取り付け中の基準として作用する。いくつかのインプラントを取り付ける時に
、この基準を使うと、インプラントを同一位置に配置することを可能にし、多くの歯科補
綴法の利点を導くことができる。
【００２１】
　第２の特徴としては、ホルダによって囲まれているスクリューの突出部分は、適切な材
料で作成されたＯリング・シールがはめ込まれている環状のネックを備えている。ホルダ
が、スクリューを囲むとき、Ｏリング・シールは、ホルダを正確に抄く粒に固定保持し、
そしてケーシングとインプラントにも固定保持する。ホルダは、必要時に、なんら面倒な
く、スクリューから取り外すことができ、このインプラントの位置と安定性は何ら影響を
受けない。
【００２２】
　インプラントのねじ切り部分は、患者の骨により迅速にねじ込むことが可能であるよう
に、二重のねじ山を組み込むことができる。
【００２３】
　インプラントをねじ込む速度は、あらゆる場合に、状況に依存する。
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【００２４】
　搬送具の寸法は、インプラントの寸法に適合される。したがって、各インプラントは、
対応する搬送具を有する。
【００２５】
　本発明のこれらおよび他の態様は、添付の図面においてより詳細に見ることができる。
その詳細を以下に示す。
【００２６】
　図１、２、および３からわかるように、インプラントは、挿入と歯科補綴法の再構築を
容易にするために、ねじ切りセクション１、歯根尖端３、およびヘッド５と六角形端部４
を備える上部セクションからなる。ヘッド５は、４８°と６５°の間の先細と、０．５ｍ
ｍ高さの円筒セクションを有する先細セクション２を介して、ねじ切りセクション１に接
続される。
【００２７】
　図２では、歯根尖端の線または直線的な切刃６を見ることができる。この図は、最も遠
い端が、切断するために前方に突出し、図２の位置によれば、反時計回りに回転させるこ
とによって切断するような方式で、径方向の位置からずれていることを示す。
【００２８】
　この切刃６は、径方向の位置Ａに対して、０と２０°の間の角度で傾斜しており、反時
計回り方向の回転は、切断を開始するときに、より深く入り、より徐々にかつ滑らかであ
るがより効果的に入ることを意味し、これは、本発明の目的である。
【００２９】
　図１では、六角形の端部４から軸方向に延びる盲ねじ切り穴１３を見ることもできる。
前記穴と六角形の端部は、スクリューとケーシングおよび歯科補綴構成要素を配置するた
めに一般に使用される特徴である。
【００３０】
　これを達成するために、図４のケーシング７は、六角形の空洞１０がインプラントの六
角形端部４を囲むような方式で配置され、一方、図７のスクリュー１１は、ねじ切り端部
１２をインプラントの盲ねじ切り穴１３にねじ込むように、ケーシング７に挿入される。
導入される際に、スクリュー１１のねじ切り端部１２は、ケーシングの内部ねじ切りセク
ション３０を通過し、したがって、スクリューを適所に誘導する。
【００３１】
　図示したインプラントと搬送具の従来の使用においては、ケーシングとスクリューがイ
ンプラントの上に取り付けられたとき、スクリュー１１の端部１６は、外向きに突出する
。次いで、この端部１６は、図９のホルダ１７のセクション１９の内部２０に収容され、
したがって、例えば端部１８に接続されている適切な手段を使用するとき、それは、イン
プラント搬送装置を望ましい位置に移動させる。
【００３２】
　本発明によって、ケーシング７は、六角形の端部８及び突出部９を備える。六角形の端
部８、突出部９のそれぞれの辺の側面の位置は、前記ケーシングの六角形の空洞１０のそ
れぞれの辺の側面と整列（即ち、平行である）し、したがって、インプラントの六角形端
部４のそれぞれの辺の側面とも整列(即ち、平行である)する。
【００３３】
　上述した部分の六角形の側面が整列するということは、インプラント搬送装置の条件に
関係なく、インプラントの六角形端部４の正確な位置を示す有効な基準が常に存在するこ
とを意味している。
【００３４】
　人工歯根搬送装置を動かして配置するとき、ケーシングの六角形端部８は、位置基準を
提供する。スクリュー１１を取り外すとき、基準は、ケーシング７の六角形部分８、９に
よって提供される。言い換えると、インプラントの六角形端部４によって占有される位置
を常に識別することができる。
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　さらに、図７は、スクリュー１１が、端部１６と橋台１５の間のネックに収容されるＯ
リング・シール１４を備えていることを示している。この端部１５、１６が、ホルダ１７
の内部２０に収容されるとき、Ｏリング・シール１４は、内部２０の空洞の内壁を押し、
したがって、インプラント搬送装置を完璧に適所に維持する。
【００３６】
　インプラント搬送装置が移動され、望ましいように配置された後は、スクリュー１１が
除去される。Ｏリング・シール１４によって加えられた圧力により、容易にかつ滑らかに
、これを実施することが可能になる。
【００３７】
　これらの構造の修正により、人工歯根搬送装置は、著しく改善された性能を提供するこ
とが可能になり、したがって、本発明の目的を満たすことになる。
【００３８】
　図１１では、平坦な歯根尖端２１とインプラント２７の平坦な歯根尖端２１に存在する
４つの切断領域２４を見ることができる。平坦な部分２１と４つの切断領域２４は、反対
側で端部２６まで延びる先細ねじ切りセクション２２を制限する。インプラントは、この
尖端から対向する六角形の端部まで延び、そこで、インプラント操作具（搬送具）に接続
される。番号付けしていないが、インプラントのヘッドと六角形端部をこの対向端部に見
ることができる。
【００３９】
　この特定の場合では、図１２において詳述したように、４つの切断領域２４を見ること
ができる。これらは、縁２６からある距離にある円形のセクション２９に至るまで、平坦
部分２１から放射状に広がる。この距離は、切断した骨が、切断領域２４の後ろの除去領
域２８に向けられるギャップを提供する。
【００４０】
　先細ねじ切りセクション２２は、円形のセクション２９と垂直壁２５から、切断領域２
４およびその後の先細凸状の除去領域２８まで延びる。
【００４１】
　図１１の角度αおよびβは、ねじ切りセクション２２の先細および除去領域２８の寸法
を決定する。
【００４２】
　インプラントのヘッドは、４．１ｍｍまたは５．５ｍｍの直径を有し、六角形は、この
ヘッドの上に、０．７ｍｍだけ、または０．７と１．２ｍｍの間突出することができるの
で、本発明は、明らかに、本文書の初めで引用した報告で概述した技術に適用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明によるインプラントの立面図である。
【図２】　図１の下部の図である。
【図３】　図１の上部の図である。
【図４】　本発明による、取付け具のケーシングの中央セクションの立面図である。
【図５】　右から見た図４の図である。
【図６】　左から見た図４の図である。
【図７】　取付け具のシャフトの立面図である。
【図８】　左から見た図７の図である。
【図９】　左端の断面を有する、ホルダの立面図である。
【図１０】　左から見た図９の図である。
【図１１】　本発明による、硬いまたは非常に硬い骨のためのインプラントの立面図であ
る。
【図１２】　図１１の上から見た図である。
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【図３】
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【図７】
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【図１１】
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